
 

 

 

 

    

 林業技能検定制度について検討の状況をお知らせします。山の現場で働く技術者のスキルアップや処遇

改善を目指すとともに、外国人材の受入れ拡大にも対応できることを目的とした国家資格の技能検定制度

を創設するために、本年４月５日、林業技能向上センターが発足しました。構成メンバー（正会員）は、

事務局の全森連のほか、全苗連も含めた７団体（下記「林業技能向上センターの概要」）で、国土緑化推

進機構と全国林業改良普及協会が賛

助会員として加わっています。  

 センター発足後、技能検定制度の検

討が進められているところですが、検

討の状況報告会が、７月１９日(金)農

林水産省８Ｆ林野庁 AB 会議室にお

いて開催されました。 

 林業技能向上センターは、林野庁経

営課林業労働対策室の指導を得なが

ら、技能検定制度を所管する厚生労働

省と協議を進めているところです。 

 協議は、林業の技能検定への追加に

ついて行われていますが、併せて林業

の技能検定が制度化された後、その合

格者の資格の活用の可能性について

も林野庁と意見交換しながら検討を

進めているところです。 

 全苗連だより７月号では、技能検定

試験機関制度について紹介します。 
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林業の技能検定について 

 林業技能検定制度検討の状況報告会(7月 19日(金))から 

 



  

 



 



 

 

全苗連からのお知らせ 

 

●岸紘治全苗連会長(前北海道山林種苗協同組合理事長)の出身母体である北海道山林種苗協同

組合は、６月２８日に令和元年度通常総会を開催し、新北海道山林種苗協同組合理事長に竹内一

秋氏が就任されました。なお、道苗組理事長を退任された岸紘治氏につきましては引き続き全苗連

理事の役職に就かれます。 

●令和元年度全国山林苗畑品評会の表彰年度区分が従前の例から変更になりました。農林水産祭

表彰年度区分の見直しに合わせて措置するもので、令和元年７月１日～令和２年６月３０日（第５９

回）となり、従前より１ヶ月早くなっています。 

●全苗連事務局は８月１３日～１６日をお盆休みとしますので、ご理解をお願いいたします。 

 

 

 

 

全苗連・苗組の行事予定 

 

～Ｒ２．３ ①コンテナ苗生産未経験者を対象とした研修会の実施 ②コンテナ苗生産に新規参入後、間もない

事業者を対象とした研修会の実施 ③コンテナ苗生産経験者を対象とした巡回指導の実施 ④造

林者等を対象としたコンテナ苗の植栽に関する研修会の実施 ⑤その他研修会の実施等 ⑥種苗

の需給情報等を共有する取組           実施者；全苗連、都道府県苗組 

7 月３１日 全苗連青年部(仮称)交流会・現地研修会（北海道） 

～８月１日 

8 月 6 日  関東地区特定母樹等普及促進会議(山梨県富士吉田市)(森林総合研究所林木育種センター) 

９月 5 日  第５回全苗連生産者の集い(愛媛県 松山市総合コミュニティセンター) 

～6 日 

 

 


